
 

１３ （自由提案部門） 

事 業 名 がんばれ一畑電鉄！～地域を元気にする菜の花鉄道プロジェクト～ 

実施主体 ＮＰＯ法人 菜の花鉄道をつくる会 

県担当課 交通対策課 

●事業の成果  事 業 の 目 的 ［地域づくり］ 

•  松江しんじ湖温泉から出雲市・出雲大社４２．２キロを結び、沿線住民にとって重要な公共交

通機関であるだけでなく、地域と共に歩んできた地域の財産である「一畑電鉄」再生のた

め、一畑電車沿線に菜の花を咲かせ、地域振興並びに一畑電車の活性化を図る。 

 

 事 業 の 内 容   

•  沿線住民、ボランティア、一畑電鉄、沿線自治体職員等約１３０人が一体となって、一畑電

鉄沿線休耕田や線路脇に３０キロ分の菜の花の種まきを行った。 

•  菜の花の満開時に、さまざまなプログラムを用意して菜の花鉄道祭りを開催することで、「菜

の花鉄道プロジェクト」への地域住民の巻き込みと一畑電車への関心を高める取り組みを

行った。 

 

 

 

 



 

目的の達成状況 ［十分達成できた］ 

•  ＰＲ活動や講習会の開催が効を奏し、たくさんの方に認知していただけると共に、一畑電車

の利用者がイベント開催により増えた。 

•  「菜の花鉄道プロジェクト」へ地域住民を巻き込むことに成功し、一畑電鉄への関心を高める

ことが出来た 

 

 反省点・改善点   

•  ＰＲの時期をもっと早く行うなど、準備を段取り良く行うべきだった。 

 

●協働の効果  県との協働内容 ［協働しなかった］ 

•  県のご協力が必要になるほどの事業規模ではなかったため。 

 

 県への要望事項  ［特にない］ 

 

 反省点・改善点   

•  地域住民の方々の巻き込みをより拡大する。 

 

 市町村との協働 ［協働して実施した］ 

市交通対策課の方に、市内各機関の方々の顔つなぎをしていただいた。 

 

●事業の継続  事業成果の活用 ［活用されている］ 

•  「菜の花鉄道プロジェクト」へ地域住民を巻き込むことに成功したことを受けて、花の種を蒔く

活動を引き続き行っている。 

•  継続実施することで、市民レベルでのローカル鉄道存続運動に発展させていきたい。 

•  年間を通し、地域住民が一畑電鉄により関心を持つようなエンターテイメント的企画を立案

実行し、集客力アップにつなげていきたい。 

 

 事業の継続状況 ［助成を受けずに継続実施している］ 

•  会費収入で実施している。 

•  花の種を蒔くエリア、種類を広げている。 

 

 協働による発展 ［協働により発展できる］ 

•  具体的に未定。 

 

 



 

 


